
選択科目    河川，砂防及び海岸・海洋 

技術士第二次試験 APEC-semi答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   建設部門 

専門とする事項   河道計画及び河川維持管理 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。なお，英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号 

古川 卓 

Ⅲ－２ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25字 

１ ． 避 難 行 動 に 結 び つ く 災 害 情 報 提 供 あ り 方 の 課 題  

（ １ ） 災 害 発 生 時 の 防 災 ・ 減 災 対 策 の デ ジ タ ル 革 新  

 災 害 発 生 時 の 防 災 ・ 減 災 対 策 で の デ ジ タ ル 技 術 の 導  

入 は 発 展 途 上 で ，  デ ジ タ ル 技 術 を 十 分 満 足 に 使 い 込

ん で い る 状 況 で は な い の で ，  救 え な い 命 が 存 在 し て

い る ① 。  

 よ っ て ， 避 難 行 動 に 結 び つ く 災 害 情 報 の 提 供 の あ り

方 に 当 た っ て は ② ， 運 用 の 観 点 ③ か ら ，  災 害 発 生 時

の 防 災 ・ 減 災 対 策 の デ ジ タ ル 技 術 の 革 新 が 課 題 ④ で あ

る 。  

 

（ ２ ） 平 時 に お け る リ ス ク 情 報 の 見 せ 方 の 高 度 化  

 平 時 で の ， 避 難 行 動 に 結 び つ く 住 民 の 居 住 地 域 の 情

報 は ハ ザ ー ド マ ッ プ が 主 で あ り ， 実 際 の 避 難 の イ メ ー

① 文が長いです。「導入が途上」、「十分使いこなせていない」を分けると良いと思います。また、

導入は発展途上との表現も、導入が主語なので分かりづらくなっています。例えば、「・・・技術の

導入は、十分とは言えない。また、導入した場合においても、デジタル技術を満足に使いこなせない

ケースも散見される。その結果、救えない命が存在している。」とかいかがでしょうか。命云々は、

なくても良いかもです。 

② 問題の条件なので、わざわざ書く必要はないと思います（スペースがもったいない）。以下同様。 

③ 技術革新と運用に関連性はないと思います。運用が観点なら、技術導入の促進とかですかね。一

方、技術革新が課題なら、技術面の観点とかですかね。 

④ 背景では、「導入が途上」、「十分使いこなせていない」としています。しかし、課題は技術の革

新となっています。革新の必要性は、現状の技術がしっかり用いられたその先にあると考えます。し

たがって、背景と課題設定がミスマッチです。 

近年，多くの水災害が発生している中で，住民に危険性を示す情報や避難を促す情 報を発信しているにもかか
わらず避難行動に結び付いていない事例が多く発生していることから，住民の避難行動に結び付く災害情報の
提供•共有が求められている。災害情報の 提供•共有に当たっては，様々なデジタル技術の活用が期待されてい
る状況を踏まえ，以下の問いに答えよ。 
 
（１）住民の避難行動に結び付く災害情報の提供•共有方法のあり方における課題を多面的 な観点から３つ抽
出し，それぞれの観点を明記したうえで，課題の内容を示せ。 
（２）前問（１）で記述した課題のうち最も重要と考える課題を 1つ挙げ，その課題に対す るデジタル技術を
活用した複数の解決策を示せ。 
（３）前問（２）で示した解決策に共通して新たに生じうるリスクとそれへの対策について 述べよ。 
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ジ と 合 致 し な い の で ， 避 難 行 動 を 円 滑 に 起 こ し づ ら い

⑤ 。  

 よ っ て ， 避 難 行 動 に 結 び つ く 災 害 情 報 の 提 供 の あ り

方 に 当 た っ て は ， 見 せ 方 の 観 点 か ら ， サ イ バ ー 空 間 で

の 流 域 の 再 現 （  デ ジ タ ル ツ イ ン ）  や Ａ  Ｒ  ／  Ｖ  Ｒ

⑥  に よ る 災 害 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 等 に よ る ，  リ ス ク 情

報 の 見 せ 方 の 高 度 化 ⑦ が 課 題 で あ る 。  

 

（ ３ ） 確 率 規 模 浸 水 範 囲 の 認 識 の 促 し ⑧  

 ハ ザ ー ド マ ッ プ は 想 定 最 大 規 模 な の で ， マ ス コ ミ に

よ る ｢ 過 去 何 年 に １ 度 の 降 雨 ｣ と の 表 現 ⑨ が 伝 わ り づ ら

く ， 避 難 行 動 に 結 び つ き づ ら い 。 よ っ て ， 災 害 リ ス ク

⑤ 文脈はおかしくないですが、文が長いです。一回文を切って、接続詞で結びましょう。また、「避

難行動に結びつく住民の居住地域の情報はハザードマップ」との表現は、分かりづらいです。修飾語

が多いのが原因です。修飾語は、最低限にしましょう。例えば、「避難行動に結びつく情報はハザー

ドマップ」としてはいかがでしょうか。短いですが意味は通じますよね。 

⑥ 「流域の再現」との表現に違和感があります。流域は場所であり、流域における被害状況をシミュ

レーションするのですよね。そうであるなら、端的に「デジタルツインや AR/VR による災害シミュレ

ーション」で良いと思います。また、この部分は解決策になっています。この項目は、課題を書くと

ころですので、なるべく課題の背景や、課題として取り扱う理由（根拠）の記載に留めましょう。課

題項目で解決策まで書いてしまうと、評価者にここは「課題を書くところなのになぁ」と思われてし

まうことはもちろん、重要な課題として取り上げた場合、書くことが限定的になったり、重複したり

といった問題が生じるので、良いことなしです。 

⑦ 「見せ方の観点から、見せ方の高度化が課題」となっており、観点と課題が類似しています。 

「リスク情報の見せ方の高度化」→「リスク情報の高度化」で良いと思います。 
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ラ イ ン や 多 段 階 の 浸 水 想 定 図 に よ り ⑩ ， 確 率 規 模 降 雨

の 浸 水 範 囲 の 概 念 を 住 民 に 認 識 さ せ ， ｢ 何 年 に １ 度 ｣ の

表 現 が 日 常 で 意 識 で き る よ う に す る こ と ⑪ が 課 題 で あ

る 。 ⑫  

 

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と デ ジ タ ル に よ る 複 数 の 解 決 策  

 避 難 行 動 に 結 び つ く 災 害 情 報 の 提 供 の あ り 方 に 当 た

っ て は ⑬ ， 災 害 発 生 時 の 対 策 が 減 災 効 果 が 高 い ⑭ の

で ， 前 述 ( 1 ) ｢ 災 害 発 生 時 の 防 災 ・ 減 災 対 策 の デ ジ タ ル

革 新 ｣ が 最 も 重 要 で あ る 。  

 

（ １ ） 浸 水 セ ン サ の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 連 携 と Ａ Ｉ 解 析  

 こ れ ま で の 水 災 害 の う ち ６ 割 が 内 水 氾 濫 に よ る こ と

が 明 ら か に な っ て い る 。 し か し ， リ ア ル タ イ ム に 内 水

状 況 を 把 握 す る 技 術 は 普 及 し て お ら ず ， 毎 年 ， 内 水 に

よ る 人 的 被 害 が 発 生 し て い る 。  

 よ っ て ， 流 域 内 の 様 々 な 施 設 へ ， 簡 易 浸 水 セ ン サ を

⑬ ②のとおり、不要。 

⑭ 「災害発生時の対策が減災効果が高い」→「災害発生時の対策として減災効果が高い」 

⑧ 問題文には解答の条件として、「様々なデジタル技術の活用が期待されている状況を踏まえ」とあり

ます。記載の課題設定では、デジタル技術との関連がなく題意に沿っているとは言えません。 

⑨ この表現はマスコミに限りませんし、限定する必要もないので、「マスコミによる」は削除。 

⑩ 解決策は絶対に書いちゃダメではないですが、⑥のとおり、あまりお勧めしません。 

⑪ 前半部分と後半部分は、ほぼ同じ内容であり重複しています。 

⑫ 観点がありません。 
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設 置 し ， 国 土 交 通 デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に セ ン サ 情

報 を 連 携 さ せ ， こ の Ａ Ｉ 解 析 結 果 ⑮ を リ ア ル タ イ ム に

配 信 す る 。 こ れ に よ り ， 内 水 状 況 の リ ア ル タ イ ム 把

握 ・ 予 測 ・ 発 信 が 可 能 に な り ， 内 水 被 害 の 減 少 が 図 ら

れ る ⑯ 。  

 

（ ２ ） デ ジ タ ル マ イ タ イ ム ラ イ ン と 逃 げ な き ゃ コ ー ル  

ハ ザ ー ド マ ッ プ は ， ほ と ん ど の 市 町 村 で 作 成 が 進 ん

で い る が ， タ イ ム ラ イ ン ⑰ の 作 成 は 途 上 で あ る 。 ま た ，

モ バ イ ル 端 末 は 国 民 の ８ 割 ま で 普 及 し て い る 一 方 ， 残

り の ２ 割 の 高 齢 者 は モ バ イ ル ⑱ に 頼 る こ と が で き な い 。  

よ っ て ， ８ 割 の 国 民 に は ， モ バ イ ル 端 末 と 馴 染 み や す

い デ ジ タ ル ・ マ イ ・ タ イ ム ラ イ ン の 作 成 を 促 し ， 防 災

情 報 の プ ッ シ ュ 型 配 信 に よ り 避 難 行 動 を 促 す 。 残 る ２

割 の 国 民 に は ， 親 族 へ の 「 逃 げ な き ゃ コ ー ル 」 の 活 用

促 進 を 強 力 に 進 め ， 今 以 上 強 い ブ ロ ー ド バ ン ド 型 配 信

と 合 わ せ ， 可 能 な 限 り 人 命 の 救 済 を 補 う ⑲ 。  

⑮ AI解析結果が突然出てきますね。「蓄積したセンサ情報を AI により解析し」のステップが説明され

ていないからですね。ただし、これを加えると文が長くなるので、どこかで文を切ると良いでしょ

う。 

⑯ 被害の減少も飛躍していますね。リアルタイム情報の発信による効果は、避難行動が促進されるこ

とではありませんか。その結果、被害が減少するというロジックになります。 

※ 指摘はありますが、解決策としては良いアプローチだと思います。 
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（ ３ ） Ａ Ｉ の 活 用 に よ る 本 川 支 川 一 体 の 洪 水 予 測  

 こ れ ま で は ， 国 管 理 の 本 川 ， 都 道 府 県 管 理 の 支 川 ，

別 々 に 洪 水 予 測 を 行 っ て い た 。 こ の こ と で ， 住 民 の 付

近 の 河 川 の 洪 水 予 測 が 入 手 し づ ら く ， 迅 速 な 避 難 行 動

に 結 び つ か な か っ た 。  

 よ っ て ， Ａ Ｉ 技 術 の 活 用 に よ り ⑳ ， 本 川 支 川 一 体 と

な っ た 洪 水 予 測 を 早 期 に 行 う こ と に よ り ， 適 切 な 避 難

行 動 に 結 び つ け る 。  

 

３ ． 解 決 策 に 共 通 し て 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 策  

（ １ ） 解 決 策 に 共 通 し て 新 た に 生 じ う る リ ス ク  

 解 決 策 の 実 行 に は ， デ ジ タ ル 技 術 へ の 依 存 ㉑ を こ れ

ま で 以 上 に 高 め る 必 要 が あ る 。 一 方 ㉒ ， 解 決 策 に 用 い

る 災 害 リ ス ク 情 報 に 必 要 な 国 土 情 報 ・ イ ン フ ラ 情 報 ・

国 民 個 人 情 報 へ の 悪 意 の あ る 不 正 ア ク セ ス や 操 作 ・ 情

報 書 き 換 え の 可 能 性 も ㉓ 高 ま る 。  

⑳ 前段では、情報の一元化の必要性を説明しているように見えますが、解決策では AI 技術となってい

ます。一元化になぜ AI技術がふさわしいのか理由を説明すべきです。 

⑰ 「タイムライン」→「マイタイムライン」 

⑱ 「モバイル」→「モバイル端末」※デジタル情報の方がより良いと思います。 

⑲ この部分は、「・・・進め、」で文を切った方が良いです。「８割はコレ。２割はコレ。コレらの

ためには、通信環境を強化。」の組み立てが分かりやすいです。救済を補うものではないと思います

し、なくても理解出来るので「人命救済云々」は必要ないと思います。 

※ 指摘はありますが、これも解決策としては良いアプローチだと思います。 
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（ ２ ） リ ス ク へ の 対 策  

 こ れ に は ， 防 災 担 当 職 員 と シ ス テ ム ベ ン ダ ー 合 同 の

定 期 的 な シ ス テ ム 監 視 機 会 の 構 築 に よ り デ ジ タ ル 管 理

レ ベ ル を 向 上 さ せ る 。 ま た 不 慮 の 事 故 ㉔ 発 生 時 に ， シ

ス テ ム ベ ン ダ ー が 不 在 で ， 防 災 担 当 職 員 し か い な く て

も ㉕ ， 最 低 限 の シ ス テ ム 遮 断 が で き る よ う に ， 全 庁 的

な 外 部 研 修 に よ り ， 防 災 担 当 職 員 ㉖ の デ ジ タ ル リ テ ラ

シ ー を 向 上 さ せ る こ と に よ り 対 処 す る 。  

                  － 以 上 －  

 

㉔ 自己というとシステムの故障のようにも捉えられますので、「不慮の事故」→「リスク」とした方

が分かりやすいです。 

㉕ ちょっと長ったらしいですかね。「システムベンダーが不在であっても」だけで良いと思います。 

㉖ 防災担当職員と対象者を限定しているにもかかわらず、全庁的な研修となっています。研修の対象

者が不整合ですね。 

㉑ 依存というとネガティブな印象を受けます。「デジタル技術をこれまでに以上に活用する必要」で

すかね。 

㉒ 「一方」で接続すると、前段と関係のなくなり、話題が切り替わったものとして読んでしまいま

す。「デジタル情報がこれまで以上に必要。だから、不正アクセスが懸念。」とつながるのではあ

りませんか。接続詞は、「このため」、「したがって」とかがふさわしいのではないでしょうか。 

㉓ 「も」は並立・付加に用いる助詞なので不適切です。また、「リスクは？」と聞かれているので可

能性ではなく「リスク」と表現した方がより良いと思います。よって、「リスクが高まる。」です

かね。 


